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はじめに 

平成 23 年 4 月に環境影響評価法の一部が改正され、「計画段階配慮書の手続き」が新設され

ました。これにより、「事業の早期段階における環境配慮を図るため、計画段階配慮書を作成す

ること」が義務化されました（平成 25 年 4 月 1 日施行）。一般国道 464 号 北千葉道路（市

川市～船橋市）（以下「本事業」という。）においては、この改正法に基づき、計画段階環境配

慮書（以下「配慮書」という。）を取りまとめて公表することとしました。 

また、近年、市民ニーズの多様化や市民のまちづくりへの参加意識の高まり等を背景に、都市

計画においても、より早期の段階から検討内容を開示し市民参画を進める取組を講ずるなど、手

続きの客観性、透明性を高め、段階的に市民の合意を得ながら計画の熟度を高めていく取組の必

要性が高まってきています。 

このような背景から、改正環境影響評価法の施行に伴い、都市計画運用指針が一部改正されま

した。これにより、「早期の段階から検討内容等を開示し、市民参画を進めていくことが必要な

都市施設等の都市計画について、都市施設等の概ねの位置や規模など概略の案を総合的に評価し、

その結果を基に市民意見を聴取、反映しつつ計画の熟度を高めていくプロセスとして、都市計画

の構想段階手続きを講じることが求められる。」こととなりました。 

本事業は、改正都市計画運用指針の趣旨を踏まえ、配慮書の公表に併せて構想段階手続きの結

果を「構想段階評価書」（以下「評価書」という。）として取りまとめて公表することとしまし

た。 



 
 

 
 


